
平成22年度　市役所の体制 ２

米原観光ボランティアガイド養成講座のご案内　 ９

平成22年度　市役所ガイド 中とじ

次回の広報まいばら発行日　５月１日号　４月28日（水）

主 な 内 容
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●コンポストセンター

所　　長 （ 瀧
たき

上
がみ

正
まさ

志
し

）

●湖北広域行政事務センター（派遣）

部 長 級 寺
てら

村
むら

正
まさ

己
み

参 事 級 里
さと

本
もと

三智男
み ち お

参 事 級 森
もり

田
た

正
まさ

次
じ

不燃物最終処分場対策室

室　　長 （ 谷
たに

口
ぐち

隆
りゅう

一
いち

）

部　　長 藤
ふじ

本
もと

博
ひろし

建設課　　

課　　長 田
た

中
なか

祐
ひろ

行
ゆき

参　　事 鹿
か

取
とり

輝
てる

之
ゆき

課長補佐 須
す

藤
どう

正
まさ

明
あき

都市計画課

課　　長 岩
いわ

山
やま

光
こう

一
いち

参　　事 （ 鍔
つば

田
た

正
まさ

広
ひろ

）

課長補佐 宮
みや

川
がわ

巖
いわお

都市計画課 住宅対策室

室　　長 鍔
つば

田
た

正
まさ

広
ひろ

上下水道課

課　　長 山
やま

} 茂
しげる

課長補佐 藤
ふじ

田
た

一
いち

郎
ろう

課長補佐 大
おお

澤
ざわ

信
しん

悟
ご

課長補佐 北
きた

村
むら

智
とも

子
こ

参　　与 澤
さわ

田
だ

弘
ひろ

行
ゆき

米原駅周辺整備課

課　　長 久保田
く ぼ た

斉
ひとし

参　　事　大
おお

林
ばやし

誠
まこと

課長補佐 林
はやし

重
しげ

良
よし

課長補佐 奥
おく

村
むら

義
よし

治
はる

地域統括監 春
かす

日
が

敬
けい

三
ぞう

山東市民自治センター自治振興課

センター長兼課長 @ 畑
はた

光
みつ

信
のぶ

課長補佐 北
きた

村
むら

学
まなぶ

伊吹市民自治センター自治振興課　

センター長兼課長 伊
い

夫
ぶ

貴
き

典
のり

r

米原市民自治センター自治振興課　

センター長兼課長 本
ほん

田
だ

忠
ただ

光
みつ

課長補佐 澤
さわ

村
むら

孝
たか

史
し

米原市民自治センター市民窓口課　

課　　長 山
やま

形
がた

寛
ひろ

吏
し

課長補佐 青
あお

木
き

裕
ゆう

子
こ

近江市民自治センター自治振興課

センター長兼課長 喜
き

田
だ

與　
よ し

秋
あき

課長補佐 雨
あめ

森
もり

修
おさむ

会計室

会計管理者 @ 橋
はし

兵
ひょう

太
だ

室　　長 藤
ふじ

田
た

公
きみ

子
こ

議会事務局

局　　長 三
み

原
はら

禎
てい

一
いち

次　　長　磯
いそ

谷
たに

豊
ゆたか

監査委員事務局　

局　　長 山
やま

田
だ

英
ひで

喜
き

農業委員会事務局　　

局　　長 岩
いわ

脇
わき

広
ひろ

治
じ

局長補佐　平
ひら

居
い

幸
こう

一
いち

教 育 長 J戸
と

川
がわ

恒
つね

雄
お

部　　長 津
つ

田
だ

敏
とし

之
ゆき

教育総務課

課　　長 鈴
すず

木
き

雄
ゆう

市
いち

課長補佐 口分田
く も で

剛
つよし

●東部給食センター　

所　　長 世
よ

森
もり

道
みち

雄
お

副 所 長 左
さ

山
やま

直
なお

樹
き

●西部給食センター

所　　長 西
にし

村
むら

' 正
まさ

学校教育課

課　　長 中
なか

川
がわ

清
きよ

和
かず

課長補佐 中
なか

島
じま

紳
しん

一
いち

課長補佐 磯
いそ

} 進
すすむ

●教育センター

所　　長 @ 畑
はた

律
りつ

夫
お

こども元気局　　　

局　　長 川
かわ

幡
ばた

治
じ

平
へい

参　　事 F 田
だ

裕
ひろ

明
あき

参　　事 （ 村
むら

田
た

優
ゆう

子
こ

）

参　　事 （ 多
た

賀
が

正
まさ

信
のぶ

）

●子ども家庭サポートセンター

所　　長　多
た

賀
が

正
まさ

信
のぶ

●特別支援サポートセンター

所　　長　神
ごう

戸
ど

道
みち

雄
お

●少年センター

所　　長 引
ひき

山
やま

実
みのる

こども元気局 幼児教育室

室　　長 村
むら

田
た

優
ゆう

子
こ

●いぶき認定こども園

園　　長 宮
みや

永
なが

房
ふさ

一
いち

●山東幼稚園

園　　長 馬
ま

渕
ぶち

孝
たか

子
こ

●醒井幼稚園

園　　長 和
わ

田
だ

とも子
こ

●米原幼稚園

園　　長 中
なか

嶋
じま

悦
えつ

子
こ

●ふたば幼稚園

園　　長 田
た

中
なか

敬
けい

吉
きち

教　　頭 大
おお

林
ばやし

有加里
ゆ か り

●米原西保育園

園　　長 市
いち

川
かわ

美智子
み ち こ

●米原中保育園

園　　長
にし

川
かわ

敦
あつ

子
こ

●息郷保育園

園　　長 須
す

戸
ど

三重子
み え こ

●近江にし保育園

園　　長 木
き

村
むら

由
ゆ

美
み

●近江ひがし保育園

園　　長 木
き

野
の

眞由美
ま ゆ み

●ひまわり教室

園　　長 安
あん

食
じき

富美子
ふ み こ

生涯学習課　

課　　長 横
よこ

山
やま

信
のぶ

人
ひと

参　　事 （ 丸
まる

本
もと

光
みつ

雄
お

）

課長補佐 西
にし

出
で

始
とも

代
よ

課長補佐 （ 大
おお

橋
はし

守
まもる

）

課長補佐 （ 桂
かつら

田
だ

峰
みね

男
お

）

●山東図書館

館　　長 小
こ

北
きた

晶
あき

男
お

●近江図書館

館　　長 （ 小
こ

北
きた

晶
あき

男
お

）

●市民交流プラザ

館　　長 （ 横
よこ

山
やま

信
のぶ

人
ひと

）

副 館 長 （ 西
にし

出
で

始
とも

代
よ

）

生涯学習課 スポーツ振興室

室　　長 丸
まる

本
もと

光
みつ

雄
お

室長補佐 大
おお

橋
はし

守
まもる

生涯学習課 歴史・文化財保護室

室　　長 桂
かつら

田
だ

峰
みね

男
お

●近江はにわ館

館　　長 （ 桂
かつら

田
だ

峰
みね

男
お

）

●柏原宿歴史館

館　　長 （ 桂
かつら

田
だ

峰
みね

男
お

）

教　育　部

市民自治センター

土木部

たか

ざき

たか ひろ

たか

せ

たか

よし

ざき
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市　　長 泉
いずみ

峰
みね

一
かず

副 市 長 柴
しば

田
た

高
たか

丸
まる

危機管理監 （ 柴
しば

田
た

高
たか

丸
まる

）

政 策 監　笹
ささ

井
い

仁
ひと

治
はる

理　　事　中
なか

寺
でら

啓
ひろ

之
ゆき

危機管理室

室　　長 （ 堀
ほり

部
べ

幸
こう

次
じ

）

政策秘書課

課　　長 坪
つぼ

井
い

修
おさむ

参　　事 堀
ほり

部
べ

幸
こう

次
じ

課長補佐 安
やす

田
だ

正
まさ

浩
ひろ

課長補佐 （ 仲
なか

谷
たに

良
よし

徳
のり

）

政策秘書課 経営戦略室

室　　長　仲
なか

谷
たに

良
よし

徳
のり

水源の里振興室

室　　長 （伊
い

夫
ぶ

貴
き

典
のり

r）

室長補佐 川
かわ

J 直
なお

亜
つぐ

都市振興局

局　　長　三田
み た

村
むら

健
けん

城
じょう

参　　事 木
き

村
むら

浩
ひろ

樹
き

部　　長 中
なか

谷
たに

利
とし

治
はる

総務課

課　　長 要
かなめ

石
いし

祐
ゆう

一
いち

参与・調整官 藤
ふじ

屋
や

千
ち

秋
あき

参　　事 堤
つつみ

基久男
き く お

課長補佐 上
うえ

村
むら

浩
ひろし

財政課

課　　長 田
た

中
なか

博
ひろ

之
ゆき

課長補佐 西
にし

村
むら

善
よし

成
なり

管財課

課　　長 本
ほん

田
だ

仁
ひと

美
み

参与・検査員 横
よこ

田
た

三喜男
み き お

参　　事 （ @ 畑
はた

健
けん

一
いち

）

課長補佐 F 田
だ

忠
ただ

充
みつ

管財課 公共施設対策室

室　　長　@ 畑
はた

健
けん

一
いち

人権政策課

課　　長 竹
たけ

腰
こし

裕
ゆう

紀
き

課長補佐 松
まつ

岡
おか

正
まさ

明
あき

部　　長 平
ひら

居
い

俊
しゅん

一
いち

税務課

課　　長 北
きた

村
むら

圭
よし

弘
ひろ

課長補佐 細
ほそ

溝
みぞ

久
ひさ

幸
ゆき

課長補佐 松
まつ

岡
おか

一
かず

明
あき

収納対策課

課　　長 谷
たに

口
ぐち

信
のぶ

子
こ

課長補佐 大
おお

橋
はし

昭
あき

彦
ひこ

市民安全課　

課　　長 北
きた

村
むら

剛
つよし

課長補佐 的
まと

場
ば

市
いち

樹
き

保険課　

課　　長 千
ち

種
ぐさ

惠美子
え み こ

課長補佐 長谷
は せ

川
がわ

綱
つな

雄
お

●国保米原診療所

所　　長 北
きた

岸
ぎし

尚
しょう

部　　長 野一
の い

色
しき

義
よし

明
あき

福祉支援局　　

局　　長 佐
さ

竹
たけ

登志子
と し こ

参　　事 礒
いそ

谷
がい

晃
あきら

副 参 事 服
はっ

部
とり

幸
こう

治
じ

●地域包括支援センター

所　　長 （ 礒
いそ

谷
がい

晃
あきら

）

社会福祉課

課　　長 馬
ま

渕
ぶち

英
ひで

幸
ゆき

参　　事 村
むら

木
き

均
ひとし

課長補佐 森
もり

本
もと

博
ひろ

之
ゆき

高齢福祉課

課　　長 寺
てら

村
むら

信
のぶ

子
こ

課長補佐 北
きた

川
がわ

康
やす

司
し

●湖北地域介護認定審査室

課長補佐級 土
つち

川
かわ

善
よし

美
み

健康づくり課

課　　長 膽
い

吹
ぶき くに

一
かず

課長補佐 山
やま

田
だ

悦
えつ

麻
お

●山東健康福祉センター

所　　長 （ 膽
い

吹
ぶき くに

一
かず

）

●米原保健センター

所　　長 （ 膽
い

吹
ぶき くに

一
かず

）

●近江保健センター

所　　長 （ 膽
い

吹
ぶき くに

一
かず

）

部　　長 谷
たに

口
ぐち

隆
りゅう

一
いち

商工観光課

課　　長 宮
みや

} 幹
みき

也
や

課長補佐 甲斐
か い

沼
ぬま

和
かず

弥
や

農林振興課　

課　　長 北
きた

川
がわ

元
もと

英
ひで

課長補佐 @ 畑
はた

徹
とおる

課長補佐 （ 的
まと

場
ば

文
ふみ

男
お

）

農林振興課 農業担い手推進室

室　　長 的
まと

場
ば

文
ふみ

男
お

環境保全課　　

課　　長 川
かわ

} 茂
しげ

次
つぐ

課長補佐 瀧
たき

上
がみ

正
まさ

志
し

市長直轄組織　

健康福祉部

市　民　部

新たな職員配置で市政運営に取り組みます
（１）重要施策の企画調整、特定行政課題等に対する助言、指導を行うため、市長直轄組織に「政策監」および｢理

事｣を設置します。「政策監」および｢理事｣については、滋賀県からの派遣職員を配置します。
（２）新たに設置する局に局長を配置し、事務処理のスピーディ化および部局間の横断的な連携の強化を図ります。

＊注1 課長補佐級以上の職員と施設長のみを掲載しています。
＊注2 氏名の（ ）書きは兼務を示します。

経済環境部

総　務　部

たか

せ

たか

よし

たか

たか

さき

ざき



運
動
習
慣
に
つ
い
て

〜
歩
楽

ほ

た

る
ん
教
室（
元
気
い
き
い
き
運
動
教
室
）の
ご
案
内
〜

み
な
さ
ん
、
毎
日
ま
た
は
定
期
的
に
運

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
、
ご
自
身
の
健
康
状
態

を
良
く
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
ね
。

運
動
を
せ
ず
に
安
静
に
し
て
寝
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
一
般
的
に
１
週

間
ご
と
に
10
〜
20
％
の
筋
力
低
下
が
起
こ

り
、
３
週
間
で
筋
力
は
約
半
分
に
な
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
３
週
間
で
約
半
分

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
結
果
は
、
驚
き

で
す
よ
ね
。

そ
の
落
ち
た
筋
力
を
回
復
さ
せ
る
に
は
、

最
大
に
力
を
入
れ
る
運
動
を
６
〜
10
秒
続

け
、
そ
れ
を
１
日
に
数
回
行
っ
て
も
、
１

週
間
後
に
は
筋
力
は
10
％
し
か
改
善
し
な

い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

い
っ
た
ん

落
ち
た
筋
力

は
、
取
り
戻

そ
う
と
し
て

も
な
か
な
か

難
し
い
こ
と

が
わ
か
り
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
筋
力
を
落
と
さ
な
い
た
め

に
は
、
定
期
的
に
運
動
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
治

会
へ
出
向
い
て
運
動
教
室
「
歩
楽

ほ

た

る
ん
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
う
ち
か
ら

歩
い
て
行
け
る
場
所
で
、
ご
近
所
の
方
と

楽
し
く
運
動
を
し
、
教
室
終
了
後
も
引
き

続
き
運
動
を
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
ひ
と
り
だ
け
で

は
、
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

仲
間
と
楽
し
く
運
動
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
っ
て
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
運
動
継
続
の
秘

訣
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

運
動
教
室
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
い
と

い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

＊
「
歩ほ

楽た

る
ん
教
室
」
は
、「
歩
く
こ
と
が
楽
に
な

り
、
お
友
達
や
ご
家
族
と
一
緒
に
歩
く
こ
と

が
楽
し
く
な
る
よ
う
に
」
と
い
う
思
い
で
名

付
け
て
い
ま
す
。

お問い合わせ　　健康づくり課（山東庁舎） 1５５―８１０５

「めざせ！健康達

人」では、健康づ

くりに積極的に取

り組んでいる人を

紹介しています。

わ
か
っ
て
い
る
け
ど
　

や
め
ら
れ
な
い

〜
前
川

ま

え

が

わ

明
あ
き
ら

さ
ん（
本
郷
・
49
歳
）
〜
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い
つ
ま
で
も
若
い
感
覚
で
す
。
し
か
し
、
健
康
に

は
気
を
使
い
始
め
て
い
ま
し
た
。

毎
年
健
診
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
年
々
数
値
が

悪
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま

だ
大
丈
夫
だ
と
思
い
放
置
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
健
康
づ
く
り
課
か
ら
の
警
告
が
！

「
メ
タ
ボ
で
す
よ
。」

現
状
を
他
人
か
ら
言
わ
れ
る
と
心
配
が
増
し
ま
す
。
指
導
を
受
け
る
よ
う
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
「
栄
養
相
談
」
を
受
け
、
生
活
改
善
か
ら
始
め
ま
し
た
。
最

初
は
、
計
画
通
り
い
か
ず
、
意
志
の
弱
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
何
回
か
指
導
を
受

け
、
食
事
改
善
を
実
施
し
ま
し
た
。
腹
八
分
目
、
食
事
制
限
、
飲
酒
も
制
限
、
家

族
も
協
力
。
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
善
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や
は
り
自
分
一
人
で
は
難
し
い
け
れ
ど
、
他
人
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
、
今
後
も
さ
ら
な
る
改
善
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前川　明さん

＜担当保健師よりひとこと＞
育ち盛りの子どもさんと一緒に生活して
おられるため、高カロリーでボリュームの
ある食生活でしたが、ご家族の協力を得な
がら少しずつ食生活の改善をされていま
す。また、体重の多い時は、首の違和感を
訴えておられましまたが、最近はなくなり
体調も良いと言われています。今後も継続
して取り組んでいただきたいと思います。

・仕事の都合で夕食は外食が
多く、また家でもカロリーの高
いものや、お菓子もつい食べて
いた。よく眠れるように寝る前
に缶チューハイを飲んでいた。

支援前の生活 健診結果（H20.8.8）

・体重　 75.5kg
・腹囲　 85.5cm
・血圧　 138／86
・HbA1c 5.0
・γ－GTP 57

目標
ご飯、酒の量を減らし、体重を
73キロ以下にして脱メタボ！

・ご飯、麺類など炭水
化物の摂取や、寝る前
の酒の量を控えた。

支援後の生活 健診結果（H21.9.9）

・体重 72.2kg（-３.3kg）
・腹囲 84.5cm（-1.0cm）
・血圧 133／82
・HbA1c 4.9
・γ－GTP 46

お
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
支
援
局
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
５
５
―
８
１
１
０



お問い合わせ　
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栄養士からのワンポイントアドバイス
回鍋肉丼は人気の一品で、テンメンジャンを加え

ることによってコクがでます。回鍋肉丼はたくさん
のキャベツをとることができます。これからたくさ
ん出回る時期ですのでぜひお試しください。丼の時
は麦ごはんにすると食物繊維も摂取でき、よりあっ
さり食べることができます。

精白米　　 2合
米粒麦　 30g
豚バラ肉　 40g
豚もも肉　　　 80g
キャベツ　　 300g
玉ねぎ　　　　 100g
にんじん　　　　 40g
土しょうが　　　　 5g
にんにく　　　　　 5g
ゴマ油 小さじ1

料理酒 小さじ1
三温糖 大さじ1
濃口しょうゆ 大さじ1強
テンメンジャン 大さじ1強
みりん 小さじ1
トウバンジャン 少々
オイスターソース 大さじ1
片栗粉 小さじ1
水 40cc

① 麦ごはんを炊く。
② キャベツは1.5cm幅の千切りに、玉ねぎ、にんじんは
5mm幅の千切りにする。にんにく、しょうがはおろし
ておく。

③ 鍋にごま油を熱し、しょうがとにんにくを炒めて香りを
出し、肉、玉ねぎ、にんじんを炒める。酒を入れ、キャ
ベツを加えてさっと炒め、すべての調味料を加え、水溶
き片栗粉でとろみをつけ、麦ごはんにかけて丼にします。

材料（４人分）

作り方

3月16日の給食
火が小さい場合は、各ご家庭にあるゴムホース

を使って火点（火元）を掃くように散水すること
で初期消火に使えます。ゴムホースを使ってどの
くらいの距離放水できるかあらかじめ確認してお
くといいですね。
天ぷら鍋の加熱で起こる火災は、水をかけると

油が飛び散って火事を大きくしてしまいとても危
険です。油火災に対応した消火器を備えていない
場合には、シーツやバスタオルなどを水で濡らし
て硬く絞り、大きく広げて天ぷら鍋を隙間がない
ように上からかぶせてしまいましょう。濡れたシ
ーツやバスタオルで炎と空気を遮断して消火する
ことができます。
以上のことをご紹介しましたが、消火作業は危

険がともないます。無理をせずに天井に火が燃え
移った場合はすぐに安全な場所に避難しましょう。

消火器はどこにおけばいいの…？

みなさん消火器はどこに置いていますか？ガス

コンロのすぐ脇に置いておけばすぐに使えると思い
がちですが、ガスコンロで炎が燃え上がったときに
は近くの消火器には近寄れません。
消火器は火のそばではなく、人目につく場所、台
所であればガスコンロから離れた場所で、落下・転
倒物の下敷きになりにくい場所に置きましょう。

突然の火災!!
消火器以外で
使えるものは？

ワンポイント

油火災に対応した消火器
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早春を告げる妖精
大久保 セツブンソウふれあい祭り（3月12日～14日）
地元に自生する小さな野草「セツブンソウ」を積極的に守り、その
地域の宝を活かしてまちづくりへつなげていこうと、大久保区でセツ
ブンソウふれあい祭りが開催されました。
前夜祭として催された講演会を含め、期間中の来訪者は区の人口の
3倍にもなるおよそ600人。祭りに向けて入念に準備を重ねてきた地
域のみなさんや、遠くは群馬からも駆けつけた来訪者の期待にこたえ
るように、セツブンソウは例年になく多の花を咲かせました。
「貴重な植物を守ることは難しいことですが、こういったイベント
を通じた出会いや語らいの中で、みんなでその大切さを共有していき
たいですね」と、大久保区長の松井さん。
小さなセツブンソウから、大きなふれあいの輪が生まれるイベント
となりました。

歴史を紐解き景観をめでる
春の庭園見学会（3月27日）
教育委員会で行っていた、国名勝の青岸寺庭園(米原)と県名勝
の徳源院(清滝)の庭園整備が完了し、城郭研究家の中

なか

井
い

均
ひとし

さんを
講師に迎えて見学会が開催されました。
青岸寺庭園は、江戸時代初期に造られた枯山水庭園で、景観の
中心となる三尊石

さん ぞ ん せ き

の一部が昨年の雪で倒壊。整備ではこの石の修
復のほか、奥行き感を出すために木の伐採などが行われました。
一方、徳源院では竹や雑木が伐採され、岩肌があらわになって
より迫力のある景観に。回遊式の庭園を巡ると清滝山の借景や集
落の眺望も楽しむことができ、参加者らは講師やご住職の説明に
耳を傾けながらそれぞれの庭園の風情を味わっていました。

４
月
に
入
り
、
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん

は
気
分
新
た
に
、
勉
学
や
仕
事
に
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
も
２
年
目
の
市
政
運
営
の
年
と
な
り
、

気
持
ち
を
新
た
に
課
題
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

米
原
市
は
人
口
が
県
内
で
最
も
少
な
い
市
で
す
が
、
市
長
に
就

任
し
て
か
ら
１
年
間
市
内
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
性
も

様
々
で
都
会
的
な
便
利
さ
や
農
村
の
よ
う
に
の
ど
か
な
雰
囲
気
も

混
在
し
、
ま
ち
の
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

社
会
情
勢
の
混
迷
が
続
く
中
、
合
併
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
米

原
市
は
、
地
域
に
残
る
良
い
も
の
は
残
し
つ
つ
、
時
代
の
変
化
に

即
応
し
な
が
ら
進
化
し
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
行
政
の
縦
割
り
を
で
き
る
限
り
排
除
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
シ

ル
ク
事
業
な
ど
の
重
要
課
題
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
市

役
所
の
組
織
体
制
を
一
新
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
の
新
体
制
に

よ
り
、
変
化
を
お
そ
れ
ず
「
絆
で
築
く
元
気
な
米
原
市
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
４
月
１
日
記
）
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前
回
は
、
古
代
国
家
が
全
国
に
は
り
め

ぐ
ら
せ
た
官
道

か

ん

ど

う

「
東
山
道

と

う

さ

ん

ど

う

」
が
市
内
を
通

過
し
、「
横よ

川か

わ

の
駅う

ま

家や

」
が
醒
井
か
梓
河
内

あ
た
り
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
中
世
の
東
山
道
に

つ
い
て
み
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

奈
良
時
代
で
も
、
駅
馬
を
利
用
す
る
公

式
な
使
い
は
、
も
ち
ろ
ん
都
で
あ
る
平
城

京
か
ら
東
海
道
を
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
般
的
に
は
、
近
江
か
ら
不
破

ふ

わ

の
関

を
越
え
て
美
濃
（
岐
阜
県
）
へ
、
そ
し
て

尾お

張わ

り

（
愛
知
県
）
へ
抜
け
て
東
海
道
へ
入

る
と
い
う
ル
ー
ト
が
よ
り
多
く
用
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
、
東
日
本
で
出
土
す
る
木も

っ

簡か

ん

か
ら
う
か
が
え
ま
す
。
木
簡
と
は
、
墨

で
文
字
を
書
く
た
め
に
使
わ
れ
た
細
長
い

木
の
板
で
、
紙
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
も
荷
札
に
は
長
く
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

遠と
お
と

江う

み

（
静
岡
県
）
や
甲
斐

か

い

（
山
梨
県
）
・

常
陸

ひ

た

ち

（
茨
城
県
）
と
い
っ
た
古
代
東
海
道

に
属
す
国
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
荷
札
に

は
、
不
破
の
関
を
通
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
傾
向
は
平
安
時
代
や
鎌
倉
時
代
で

も
同
じ
で
、『
更
級

さ

ら

し

な

日
記
』
や
源
頼
朝

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

の
上

洛
、
そ
の
他
、
中
世
紀
行
文
で
も
一
部
例

外
は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
ル

ー
ト
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
中

世
に
東
海
道
と
い
え
ば
、
米
原
市
を
通
過

す
る
美
濃
経
由
ル
ー
ト
を
指
し
て
い
ま
す
。

将
軍
の
上
洛
・
軍
勢
の
移
動
・
個
人
の
旅

を
問
わ
ず
、
こ
の
コ
ー
ス
が
京
都
と
関

東
・
鎌
倉
を
結
ぶ
道
と
し
て
、
安
定
的
に

機
能
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
近
江
で
は
、

鈴
鹿
を
越
え
る
東
海
道
よ
り
も
東
山
道
の

方
が
よ
り
東
日
本
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、

よ
り
重
要
な
道
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
道
は
ど
う
呼
ば
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。『
源
平

げ

ん

ぺ

い

盛
衰

じ
ょ
う
す
い

記き

』
か
ら
、

平へ

い

治じ

の
乱
（
一
一
五
九
年
）
で
、
平
清
盛

た
い
ら
の
き
よ
も
り

に

敗
れ
た
源
義
朝

み
な
も
と
の
よ
し
と
も

が
息
子
頼
朝
ら
と
近
江
路
を

東
国
へ
落
ち
る
場
面
で
は
「
不
破
の
関
は
敵

固
め
て
待
つ
と
聞
く
に
、
小こ

関ぜ

き

（
関
ケ
原
町
）

に
か
か
り
て
落
ち
ん
と
、
小
野

お

の

の
宿
（
彦
根

市
）
よ
り
海
道
・

・

を
右
手
に
な
し
て
」
と
あ
り

ま
す
。『
太
平

た

い

へ

い

記き

』
で
は
、
討
幕
計
画
に
失

敗
し
た
北き

た

畠ば
た
け

具
行

と

も

ゆ

き

が
柏
原
で
首
を
打
た
れ
る

場
面
で
「
海
道
・

・

ヨ
リ
西
ナ
ル
山
際
ニ
、
松
の

一
村

ひ

と

む

ら

（
一
群
）
ア
ル
下
ニ
」
と
あ
り
ま
す
。

他
の
文
献
か
ら
も
、
こ
の
道
は
「
海
道

か

い

ど

う

」
と

記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
中
世
の
東
海
道
は

美
濃
廻
り
の
コ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
た
だ

し
、
同
じ
『
太
平
記
』
の
北
条

ほ
う
じ
ょ
う

仲
時

な

か

と

き

が
番
場

の
蓮れ

ん

華
寺

げ

じ

で
、
一
族
・
家
臣
と
自
害
し
た
部

分
で
は
、
番
場
を
「
東
山
道
第
一
ノ
難
所
」

と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
草
津
か
ら
米
原

市
内
を
通
過
し
て
美
濃
赤
坂
へ
至
る
道
は
、

東
山
道
と
東
海
道
が
合
流
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

蓮
華
寺
（
番
場
）
は
、
元
弘

げ

ん

こ

う

三
年
（
一
三

三
三
）、
京
都
を
追
わ
れ
鎌
倉
へ
向
か
う
六ろ

く

波
羅

は

ら

探
題

た

ん

だ

い

北
条
仲
時
が
、
行
く
手
を
京き

ょ
う

極ご

く

道ど

う

誉よ

ら
に
阻
ま
れ
、
総
勢
四
三
〇
人
余
り
が
自じ

刃じ

ん

し
た
場
所
で
す
。
五ご

輪
塔

り

ん

と

う

が
整
然
と
並
ぶ

墓
地
と
、
氏
名
や
年
齢
を
記
し
た
「
陸ろ

く

波は

羅ら

南
北

な

ん

ぼ

く

過
去

か

こ

帳ち
ょ
う

」（
重
文
）
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
多
く
の
軍
勢
が
通
過
し
た

街
道
筋
に
は
、
鎌か

ま

刃は

城
跡

じ
ょ
う
あ
と

（
番
場
／
国
指
定

史
跡
）、
太ふ

と

尾お

山や

ま

城
跡

じ
ょ
う
あ
と

（
米
原
・
西
円
寺
／

市
指
定
史
跡
）、
箕
浦

み

の

う

ら

城
跡

じ
ょ
う
あ
と

（
箕
浦
・
新
庄
）、

長
比

た
け
く
ら
べ

城
跡

じ
ょ
う
あ
と

（
長
久
寺
）
な
ど
、
街
道
や
国
境

を
押
さ
え
る
た
め
に
築
か
れ
た
お
城
の
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
　
歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

中
世
の
東
山
道

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
61

安
定
し
た
道

実
は
東
海
道
と
よ
ば
れ
て
い
た
？

▲ 北条仲時一族の墓

▲ 太尾山城の礎石建物跡
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　～いのちと人権～ 考えよう！ No.１ 

い
じ
め
は
学
校
教
育
の
中
で
非
常
に

大
き
な
問
題
で
あ
り
、
多
く
の
関
係
者

や
関
係
機
関
が
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
も
い
じ
め
に

よ
っ
て
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
子
ど
も

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

な
ぜ
い
じ
め
が
無
く
な
ら
な
い
の
か
。

そ
の
解
決
方
法
を
探
る
た
め
に
は
、
ま

ず
は
、
い
じ
め
の
本
質
を
知
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

社
会
が
常
に
変
化
し
て
い
く
よ
う
に
、

い
じ
め
も
時
代
と
と
も
に
そ
の
形
を
変

え
て
い
き
ま
す
。
一
昔
前
の
い
じ
め
は
、

ク
ラ
ス
の
い
じ
め
っ
子
が
主
導
的
に
行

う
対
外
的
な
行
為
が
多
く
、
誰
が
見
て

も
「
い
じ
め
」
と
わ
か
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
い
じ
め
に
は
集
団

化
、
長
期
化
、
陰
湿
化
し
、
し
か
も
そ

れ
が
表
面
化
し
に
く
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
る
子
も
い

じ
め
ら
れ
る
子
も
特
別
な
子
で
な
く
、

ご
く
普
通
の
子
ど
も
も
含
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
い
じ
め
の
背
景
の
一
つ
に

は
、
社
会
の
急
激
な
変
化
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
近
年
の
子
ど
も
た
ち
は
塾
な
ど

に
追
わ
れ
て
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

込
ん
で
お
り
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
の
発
散

が
い
じ
め
に
つ
な
が
る
と
い
う
側
面
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
核
家
族
化
が
進
ん

だ
こ
と
や
、
地
域
活
動
が
減
少
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
家
族
以

外
の
他
人
と
交
流
す
る
機
会
を
失
い
、

社
会
性
、
自
立
性
、
道
徳
性
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
家
庭
や
地
域
の
教
育

力
の
低
下
が
い
じ
め
を
誘
発
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
じ
め
は
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
グ

ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
を
受
け
た
子
（
被
害
者
）、
い

じ
め
を
行
っ
た
子
（
加
害
者
）、
い
じ
め

を
は
や
し
た
て
た
り
、
面
白
が
っ
て
見

て
い
る
子
ど
も
た
ち
（
観
衆
）、
い
じ
め

を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
（
傍
観
者
）。

こ
の
よ
う
に
、
い
じ
め
は
被
害
者
と

加
害
者
の
当
事
者
た
ち
だ
け
の
問
題
で

は
無
く
、
観
衆
と
傍
観
者
も
含
め
た
問

題
解
決
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
真
の

解
決
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

加
害
者
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、「
い
じ

め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
り
、

今
後
は
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

指
導
し
、
観
衆
や
傍
観
者
の
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
も
、「
自
分
た
ち
の
行
動
が

い
じ
め
を
助
長
し
て
い
た
こ
と
や
、
行

動
次
第
で
は
い
じ
め
を
未
然
に
防
止
で

き
た
」
と
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
じ
め
な
ど
の
問
題
が
起
き
た
場
合

に
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
お
互
い

に
協
力
し
、
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
普
段

か
ら
連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
、
望
ま
し

い
関
係
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
い

じ
め
を
防
止
す
る
地
域
社
会
づ
く
り
に

も
繋
が
り
ま
す
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
い
じ
め
は
学
校

だ
け
の
問
題
で
は
無
く
、
そ
の
背
景
に

は
家
庭
や
地
域
の
影
響
も
あ
る
こ
と
を

意
識
し
、
こ
の
変
化
の
激
し
い
時
代
の

中
で
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
健
や
か

に
成
長
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
じ
め
の
報
道
や
新
聞
記
事
を
読
ん

だ
時
に
、「
学
校
が
悪
い
か
ら
だ
」
や
、

「
自
分
に
は
関
係
の
無
い
話
だ
」
な
ど
と

い
う
考
え
方
を
改
め
、
自
分
た
ち
も
観

衆
や
傍
観
者
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
今

一
度
、
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
考
え

な
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
　

総
務
部
人
権
政
策
課(

米
原
庁
舎)

1
５
２
―
６
６
２
９
5
５
２
―
４
５
３
９

「
い
じ
め
」
を
考
え
る

家
庭
、
学
校
、
地
域
で
協
力
し
、

い
じ
め
を
許
さ
な
い
社
会
づ
く
り
を

い
じ
め
の
集
団
構
造

社
会
の
変
化
と
い
じ
め
の
変
化
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■問 大津地方裁判所事務局総務課
1 077－503－8112 5 077－522－8374

商工観光課からのおしらせ

5月3日の憲法記念日を中心とした１週間を「憲法週間」と
して、相談事業を行います。法律相談の他に、「刑事事件相談」、
「人権相談」、「法廷見学プラス説明会」も実施します。詳しく
は下記までお問い合わせください。

憲法週間の相談事業について

米原観光ボランティアガイド養成講座

市内の庭園を鑑賞しませんか

地域の歴史や自然に興味をお持ちの方、観光を通じて新しい仲間を作
りたい方は、ぜひご参加ください。

●募集人数 15名
●募集締切　 5月21日（金）
●受 講 費　 1名3,000円
※施設入館料等別途

■申 米原観光ボランティアガイド協会
1・5 050－7000－8008
市 商工観光課(伊吹庁舎)

1 58－2227 5 58－1197

●日　時　5月9日(日) 13時～16時30分
13時米原庁舎に集合

●行　先　青岸寺庭園（米原）・蓮華寺庭園（番場）
●定　員　20名
●料　金　700円（保険料・拝観料など）
■申 米原観光ボランティアガイド協会

1・5 050－7000－8008
市 商工観光課(伊吹庁舎)
1 58－2227 5 58－1197

霊仙山登山道標の設置に
ご支援ください

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回
第７回～
最終回

6月5日(土)13時30分～
ルッチプラザ
6月19日(土)13時30分～
醒井宿・柏原宿
7月10日(土)13時30分～
ルッチプラザ
7月17日(土)13時30分～
市内各所

8月

9月
10月～11月
12月18日(土)

開講式
オリエンテーション

実地見学

観光ガイド学

庭園めぐり

コース別調査
資料作成
コース別ガイド練習
コース別ガイド練習
修了式

無料法律相談所（定員33名）
日時s5月6日(木)9時30分～16時
会場s滋賀弁護士会館

（JR大津駅北口から徒歩1分）
申込s大津地裁総務課　TEL077-503-8112

霊仙山での遭難を未然に
防ぐため、道標を設置しま
す。設置作業にあたり、み
なさんのご支援を必要とし
ています。どのようなこと
でも結構ですので、ご協力
をお願いします。
ボランティア
道標や道具の運搬および設置。写真撮影などの後
方支援

協　賛
設置作業にかかる各種支援（お茶・写真・既存看
板撤去などにかかる物的支援・資金援助）

設 置 数 26基
設置期間 平成22年4月～平成23年3月予定
■問 市商工観光課(伊吹庁舎)

1 58－2227 5 58－1197
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米原市内の交通事故（平成22年3月31日現在）
件数　57件（ ＋13件 ）、死者　0人（ －1人 ）、傷者　81人（ ＋20件 ） ※カッコ内は前年比

■問 市民部 収納対策課（近江庁舎）1 52－3189 5 52－6930

平成22年度　税等料金の納期限について

手続場所s各庁舎窓口・行政サービスセンター・指定金融機関
必要な物s口座番号のわかるもの　銀行の届出印

国の保育料徴収基準額表に第8階層
が新設されたことに伴って、平成21
年分所得税が41万3千円以上の世帯で
は、保育料が増額されます。詳しくは、
広報まいばら5月１日号でお知らせし
ます。また、平成22年4月保育所入所
者には、4月中旬に保育料決定通知書
を送付します。
■問 市 こども元気局
幼児教育室(山東庁舎)
1 55－8104 5 55－4040

「まいばらっこいきいきフェスティ
バル」は、保育園や幼稚園に入って
おられないお子さんとおうちの方を
対象とした遊びがいっぱいの事業で、
6月に開催を予定しています。
このフェスティバルをお手伝いい

ただけるボランティアを募集してい
ます。子どもが大好きな方、おもち
ゃづくり、企画など自分の持ち前を
発揮したいと思われる方は、ぜひご
協力をお願いします。詳細は、下記
までお問い合わせください。
■問 子育て支援センターあゆっこ

1 52－1114 5 52－5131

米原市子ども会育成連合会主催の
夏休みキャンプに向けて、準備段階
から参加いただけるスタッフを募集
します。地域の小学生といっしょに
自然体験・生活体験・ものづくり体
験などを通してあなたのリーダーシ
ップを発揮してみませんか？
応募資格s市内または米原市近隣に
お住まいの中学生以上で、おおむ
ね20歳くらいまでの方。スタッフ
会議や事前研修会に継続して参加
できる方。

募集人数s20人程度
募集締切s5月7日（金）
キャンプの実施予定日▼
7月24日（土）～25日（日）
■申・■問 米原市子ども会育成連合会事務局

市 こども元気局内（山東庁舎）
1 55－8104 5 55－4040

まいばらっこ
いきいきフェスティバル
“ボランティア”募集！

平成22年度
保育所保育料について

2010ふるさとまるかじりキャンプ
中高生スタッフ募集

納税には便利な
「口座振替」をご利用ください！

増山たづ子写真展
～ダムに沈んだ村

山のむこうの物語～

■問 伊吹山文化資料館 158－0252
4月24日(土)～6月6日(日）

企画展のご案内

今年度の税や料金などの納期限は下記のとおりです。納付計画の参考にしてください。

※納期限は月の末日です。（金融機関が休業日の場合は翌営業日となります）

市県民税(普通徴収)

固定資産税

軽自動車税

国民健康保険税(普通徴収)

後期高齢者医療保険料(普通徴収)

保育所保育料

介護保険料(普通徴収)

水道料金(上水･簡水)

下水道使用料(公共･農村)

下水道事業受益者負担金

税

料

水

道

４月

４月分

○

○

５月

第１期

全期

５月分

○

○

６月

第１期

第１期

６月分

第１期

○

○

７月

第２期

第２期

第１期

７月分

第２期

○

○

○

８月

第２期

第３期

第２期

８月分

第３期

○

○

９月

第３期

第４期

第３期

９月分

第４期

○

○

○

10月

第３期

第５期

第４期

10月分

第５期

○

○

11月

第６期

第５期

11月分

第６期

○

○

○

12月

第４期

第７期

第６期

12月分

第７期

○

○

１月

第４期

第８期

第７期

１月分

第８期

○

○

２月

第９期

第８期

２月分

第９期

○

○

３月

第10期

第９期

３月分

第10期

○

○

○



クリスタルプラザでは5月3日(憲法
記念日)に下記のとおり受け入れを実
施します。
収集業務については、各ご家庭に配布

した「クリーンカレンダー」のとおり通常
どおり実施します。
受入日時s5月3日(月･祝)

8時30分～16時30分
ただし、12時～13時は休止

受入対象s可燃ごみ、可燃性粗大ごみ
（畳・布団などやわらかいものの
み）、資源ごみ（古布・ガラスび
ん・プラスチック製容器包装・発泡
スチロール・紙パックのみ）

■問 湖北広域行政事務センター業務課
1 62－7143

米原出張窓口は、祝日と5月6日
（木・県立文化産業交流会館の休館日）
はお休みです。申請には平日の火・
水・木曜日にお越しください。
なお、大津窓口（ピアザ淡海1F/大
津市におの浜）は、土・日・祝日を除
き、通常通り申請受付業務を行ってい
ます。
■問 滋賀県パスポートセンター

1 077－527－3323 
5 077－527－3329

米原駅東口三船駐車場と坂田駅前
駐車場に空区画があります。
利用料金▼
米原駅東口三船駐車場

4千円/月
坂田駅前駐車場
市内在住の方　 3千円/月
市外在住の方　 4千円/月

■問 市 都市計画課（近江庁舎）
1 52－6926 5 52－8790

4月1日から建築確認等の事務を担
当する県の機関が変わりました。米
原市の管轄は下記のとおりです。

(旧)長浜土木事務所
↓

(新)湖東土木事務所
彦根市役所西隣

建築確認等の事務とは建築基準法、
建設リサイクル法、省エネ法、バリ
アフリー法、長期優良住宅普及促進
法、耐震改修法、浄化槽法、優良住
宅認定、アスベスト対策、（独）住宅
金融支援機構受託事務です。
詳しくは、下記の機関の建築指導

担当までお問い合わせください。
■問 滋賀県建築課 建築指導室

1 077－528－4258
湖東土木事務所 管理調整課
1 0749－27－2250

農振除外申請を希望される方は、
必ず事前に農林振興課までご相談く
ださい。
受付期間▼
4月16日(金)～5月14日(金)
土日祝日を除く　※期限厳守
8時30分～17時15分
＊上記期間を過ぎてからの受け付けは、次回
（8月中旬～9月中旬頃の予定）となります。
受付場所s農林振興課

農用地区域からの除外
(農振除外)の要件

次の①～⑥までの要件をすべて満
たす必要があります。

①必要性および緊急性があり、除外
したい農用地以外に代替すべき土
地がないこと。

②周辺農用地の集団性が保たれてい
ること。

③農業用施設等の機能に支障がない
こと。

④土地改良事業等の工事が完了した
年度の翌年度から起算し、8年を経
過した土地であること。

⑤効率的かつ安定的な農業経営を営
む者（認定農業者等）に対して農
用地の利用や集積に支障を及ぼす
恐れがないこと。

⑥他の法令（都市計画法、農地法等）
の許可見込みがあること。

■問 市 農林振興課(伊吹庁舎)
1 58－2228 5 58－1719
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５月３日(憲法記念日)の可燃ごみ
資源ごみの受け入れについて

パスポートセンター米原出張窓口
5月のお休み

農用地利用計画の変更
（農振除外）の受付について

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは市　政策秘書課 152－6627へ…
◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000円（13,300部発行・市内全戸配布）
◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000円（月平均アクセス数　18,000件）

人口41,559人（－60） 男20,370人（－30） 女21,189人（－30） 世帯数13,699世帯（＋15）

65歳以上の人口　10,286人　　高齢化率　24.75% ※（ ）内は前月との比較【平成22年4月1日現在】

月ぎめ市営駐車場のご案内

滋賀県からのお知らせ
4月から県の機関が変わります

今月の表紙
陽のさす里山づくり

明るい里山整備は間伐材搬出
の促進や農作物の有害鳥獣被害
を抑えるなどの効果があります。
市では、今年度も里山整備事

業を進め、獣害に強い集落環境
づくりを目指します。

山東東小学校の子どもたちが、近所
の用水路の水生生物の生息状況を調べ、
パックテストを用いて水質調査を行う
など、川の生き物調査を行いました。
普段何気なく見ている川にもいろん

な生物が住んでいることがわかり、そ
の生物を調べることにより水の汚れ具
合がわかるということを子どもたちは
学び、水生生物や水質保全に興味を持
ってくれました。 （環境保全課）

① 

このコーナーでは、市内の学校や団体に
よる環境アクションを紹介していきます。

平成21年5月8日実施
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環境保護のため再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷しています。
Trademark of American Soybean Association 
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リボ払い 利用の前によく確認を！ リボ払い 利用の前によく確認を！ 

困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）
相談専用 152－8088
受付 平日 9時30分～16時

便利ですが、
手数料がかかります！
クレジットカードのリボルビング払い
は、月々の支払いを一定額に抑えられる
分、支払期間が長くなり、手数料がかさ
みます。支払い総額が実感しづらくなり、
気軽に利用を重ねると払えなくなること
もあります。
また、キャッシュバックなどの特典を
うたい、カード会社が積極的にリボ払い
への移行を勧める動きが見られますが、
よく考えて利用することが大切です。

リボルビング払いとは……
クレジットカードの商品代金支払い方法のひとつで、購入した商品などの代金を、月々の支払額を一定
にし、分割して払っていく方法です。

月々の支払額の算定方法には、
●定額リボルビング方式 支払残高に関わらず、一定額（1万円など）を支払う方法
●定率リボルビング方式 支払残高の一定率（10%など）を支払う方法
●残高スライドリボルビング方式 支払残高の額によってランク分けし、ランクごとに一定額の

支払額を定めて支払う方法（残高が10万円以下のときは月々
1万円、残高が10万円～20万円のときは月々2万円など）

があり、多くのカードは「残高スライド定額リボルビング方式」をとっています。

①カードの新規申込や設定変更をする場合は、細かな表示までよく見ましょう。

② 手持ちのお金がないからと気軽にリボ払いを利用しないこと。利用する場合は、リボ払いの仕組みをき
ちんと把握しておきましょう

③支払う余裕のあるときには、支払金額の増額や一括で支払うことを検討しましょう

④カードの支払方法・利用明細を確認しましょう

⑤困ったときは、消費生活相談窓口へ相談してください

トラブルに陥らないための注意点

詳しい情報は…国民生活センター
ホームページをご参照ください。
http://www.kokusen.go.jp/

例えば……
30万円の商品を下記の条件でリボ払い購入したら
＊手数料実質年率15.0%、
＊残高スライド定額リボルビング方式
＊月々の支払額のランク分け

この場合、支払期間は18ヶ月で、支払い総額32万
6,516円（内、手数料は2万6,516円）になります。
また、月々の支払額をさらに低く設定すると、支払い
期間が長くなり、手数料も増えます。

＊この例は目安です。実際の計算と異なることがあります。

支払残高

～10万円

10万円～20万円

20万円～

月々支払額

1万円

2万円

3万円
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